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【
写
真
左
】
記
念
講
演
に
聞
き
入
る
参

加
者
。
（
建
物
内
部
写
真
は
制
限
が
あ

り
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
。
ご
容
赦
！
）
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あ
ふ
れ
る
愛
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
に
学
ぶ
！

　

こ
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
記
念
す

べ
き
第
20
回
大
会
が
、
５
月
30

日
に
全
国
か
ら
50
余
名
の
参
加

の
も
と
に
東
京
・
早
稲
田
奉
仕

園
「
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
」
で
開

催
さ
れ
、
日
頃
、
ピ
ア
ソ
ン
会

ハ
ー
ブ
部
会
活
動
に
取
組
ん
で

き
た
ご
縁
に
よ
り
、
初
め
て
参

加
の
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

2 0
周
年
記
念
事
業
は
続
く

　

全
国
大
会
の
進
行
役
は
、
近

江
兄
弟
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
館

の
藪
秀
美
館
長
。
冒
頭
の
ご
挨

拶
で
は
、
歌
手
の
米
津
玄
師
氏

の
代
表
曲
で
あ
る
「L

e
m

o
n

」

の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
で
、

神
聖
で
静
寂
な
雰
囲
気
の
あ
る

ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
講
堂
が
ロ

ケ
地
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
な

ど
紹
介
さ
れ
、
和
や
か
に
大
会

は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
事
で
は
、
26
年
度

活
動
方
針
と
し
て
、
◎
本
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
創
立
20
周
年
記
念
誌

の
発
行
：
◎
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築

マ
ッ
プ
を
含
め
た
冊
子
と
し
て

企
画
し
、
27
年
度
全
国
大
会
で

の
発
行
を
予
定
。

◎
20
周
年
記
念
大
会
そ
の
２
と

し
て
、
27
年
６
月
５
日
（
土
）

に
京
都
市
内
に
て
開
催
し
、
講

演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
を
記
念
事
業
と
し

て
計
画
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

早
稲
田
の
地
で
育
む
文
化

　

続
い
て
全
国
大
会
の
記
念
講

演
で
は
、
早
稲
田
奉
仕
園
専
務

理
事
・
阿
部
千
秋
氏
か
ら
「
Ｉ
、

愛
、
会
い
」
～
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

と
ベ
ニ
ン
ホ
フ
～
と
題
し
て
、

１
０
０
年
前
に
キ
リ
ス
ト
教
伝

道
の
た
め
来
日
し
た
ウ
イ
リ
ア

ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏

と
ハ
リ
ー
・
バ
ク
ス
タ
ー
・
ベ

ニ
ン
ホ
フ
氏
。
ふ
た
り
の
出
会

い
と
積
重
ね
た
建
築
・
設
計
事

業
の
成
果
と
し
て
、
神
の
み
も

と
に
人
々
が
集
う
チ
ャ
ペ
ル
か

ら
始
ま
っ
た
建
築
物
が
、
ま
さ

に
早
稲
田
奉
仕
園
で
あ
り
ま
し

た
。
ベ
ニ
ン
ホ
フ
氏
が
キ
リ
ス

ト
教
寄
宿
舎「
友
愛
学
舎
」
を
創

設
し
、
さ
ら
に
大
き
な
学
生
セ

ン
タ
ー
を
作
る
こ
と
を
計
画
。

母
国
ア
メ
リ
カ
の
北
部
バ
プ
テ

ス
ト
大
会
総
会
で
強
く
賛
同
し

た
ス
コ
ッ
ト
夫
人
が
、
亡
き
夫

の
遺
産
か
ら
多
額
の
寄
付
を
申

し
出
た
の
が
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル

の
由
来
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
早
稲
田
大
学
卒
業
者
７

人
が
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い

た
こ
と
。
関
西
学
院
大
学
や
大

阪
教
会
。
お
茶
の
水
・
山
の
上

ホ
テ
ル
等
、
全
国
に
数
多
く
残

る
作
品
群
が
物
語
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
。
Ｖ
Ｔ
Ｒ
「
早
稲
田
奉

仕
園
百
周
年
」
で
紹
介
し
な
が

ら
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
と
ベ
ニ
ン

ホ
フ
氏
の
あ
ふ
れ
る
愛
に
よ
っ

て
誕
生
し
た
建
築
物
は
、
時
を

超
え
地
域
を
超
え
て
結
び
つ

き
、
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
く
る
の
で
し
た
。

　

近
代
建
築
史
を
受
け
継
ぐ

　

い
よ
い
よ
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル

の
見
学
会
。
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会

　
　
　
　
　
　

ハ
ー
ブ
部
会
長　

長
南　

幸
子　

【 写 真 下 】 ス コ ッ ト ホ ー ル 正 面
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
設
計
者
ウ
イ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
は
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
近
江
兄
弟
社

の
創
立
者
と
し
て
も
有
名
で
す
が
、
そ
の
建
築
作
品
は

現
在
も
全
国
各
地
に
所
在
す
る
１
４
６
件

(

約
１
７
５

棟

)

が
マ
ッ
プ
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ソ
ン

会
も
幹
事
と
し
て
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
Ｖ
Ｎ
W
）
に
参
画
し
、
日
本
最
北
の
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
建
築
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
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ズ
建
築
事
務
所
・
山
形
政
昭
氏

の
ご
案
内
で
進
み
ま
す
。
１
階

の
正
面
講
堂
を
中
心
に
赤
煉
瓦

の
壁
面
や
天
井
の
高
さ
と
内
装

の
木
質
が
醸
し
出
す
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
設
え
も
あ
っ
て
音
響
効
果
が

特
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
階

は
吹
抜
け
と
貸
室
、地
階
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
事
務
所
の
構
造
で
築

後
１
０
５
年
の
年
輪
が
刻
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
１
９
２
３
年
関

東
大
震
災
や
１
９
４
５
年
東
京

大
空
襲
で
の
間
近
に
迫
っ
た
炎

に
も
耐
え
、
ほ
ぼ
建
設
当
時
の

姿
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

　

早
稲
田
の
地
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

建
築
事
務
所
が
織
り
な
し
た
近

代
建
築
史
の
重
要
な
一
場
面
を

あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、
そ

の
空
間
的
・
文
化
的
価
値
を
未

来
に
受
け
継
ぐ
た
め
の
議
論
を

深
め
て
い
く
こ
と
を
20
周
年
記

念
大
会
を
通
じ
て
参
加
者
一
同

思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

初
参
加
で
も
居
心
地
良
し
！

　

さ
ら
に
、
20
回
大
会
を
記
念

し
て
の
懇
親
会
・
情
報
交
換
会

が
、
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂

近
く
の
カ
フ
ェ
で
開
か
れ
、
親

し
く
懇
談
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
の

マ
イ
ク
が
回
り
、
私
か
ら
は

「
マ
ッ
プ
番
号
１
番
・
日
本
最

北
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
・
ピ
ア

ソ
ン
記
念
館
を
運
営
管
理
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会
か
ら

参
加
し
ま
し
た
。
日
頃
の
活
動

は
、
記
念
館
の
園
庭
に
和
ハ
ッ

カ
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
植
栽
し
た

り
、
館
内
に
は
ハ
ー
ブ
で
作
っ

た
リ
ー
ス
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
特
に
ク
リ
ス
マ
ス
の

時
期
に
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の

子
ど
も
た
ち
と
ツ
リ
ー
の
飾
り

つ
け
を
し
て
讃
美
歌
を
歌
い
な

が
ら
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
歴

史
的
建
築
物
を
通
じ
て
、
全
国

の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
り
合
え
る

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

に
感
動
し
て
い
ま
す
。
」
ま
た

「
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
同
様
に

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
で
は

M
ISIA

（
ミ
ー
シ
ャ
）
さ
ん
が
Ｐ
Ｖ
撮

影
を
し
て
い
ま
す
。
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
建
築
が
醸
す
神
聖
で
静
寂
な

雰
囲
気
が
共
通
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
」
と
挨
拶
。
初
参
加

で
も
居
心
地
の
良
い
心
温
ま
る

歓
迎
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇

親
の
場
を
通
じ
て
、
各
団
体
は

も
と
よ
り
近
江
八
幡
市
や
野
洲

市
な
ど
自
治
体
関
係
者
の
皆
さ

ん
。
さ
ら
に
、
ピ
ア
ソ
ン
会
の

東
京
在
住
会
員
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
活
動
の
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
「
吉
田
百
合
子
さ

ん
」
に
お
会
い
で
き
て
話
も
は

ず
み
、
御
礼
や
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
全
国
大
会
の
記
念
講

演
「
Ｉ
、
愛
、
会
い
」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
、
改
め
て
「
あ
ふ

れ
る
愛
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文

化
」
に
学
び
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
で
す
。

【
写
真
右
】
長
南
部
会
長
の
ピ
ア
ソ
ン

　
　
　
　

会
を
代
表
し
て
の
挨
拶
。

【
写
真
左
】
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
保
存
さ
れ
て

い
る
西
川
オ
ル
ガ
ン
製
作
所
の
オ
ル
ガ
ン
。

追
記
「
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン

で
つ
な
が
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

建
築
文
化
」　
　
　

長
南　

幸
子

　

４
月
末
に
空
知
・
浦
臼
町
か
ら
ご

一
家
３
名
様
が
来
北
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
見
訪
問
の
目
的
の
ひ
と
つ
は

「
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
オ
ル
ガ
ン
演

奏
」。
こ
の
古
い
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン

は
１
５
０
年
前
の
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス

ト
ン
産
で
、
メ
イ
ソ
ン
＆
ハ
ム
リ

ン
社
製
と
の
こ
と
。
温
か
く
も
厳

か
な
音
色
を
奏
で
る
夫
人
と
ご
家

族
の
音
楽
と
信
仰
へ
の
思
い
が
伝

わ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
で
オ
ル
ガ
ン
と
い

え
ば
「Y

A
M

A
H

A

」
で
す
が
、
創

業
者
・
山
葉
寅
楠
さ
ん
は
、
も
と
も

と
時
計
や
医
療
機
器
の
修
理
技
術

者
だ
っ
た
。
明
治
時
代
に
小
学
校

の
壊
れ
た
オ
ル
ガ
ン
の
修
理
を
頼

ま
れ
て
、
箱
根
を
超
え
て
持
っ
て

い
っ
た
け
れ
ど
、
音
程
が
ダ
メ
出

し
を
さ
れ
て
、
じ
ゃ
あ
勉
強
し
ま

し
ょ
う
と
。
一
か
ら
学
ん
だ
の
が
、

か
の

Y
A

M
A

H
A

の
始
ま
り
と
の

こ
と
で
す
。
そ
の
後
、Y

A
M

A
H

A

の
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
は
大
い
に
売

れ
て
、
そ
れ
か
ら
ピ
ア
ノ
も
作
り
、

今
の
会
社
「Y

A
M

A
H

A

」
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
オ
ル
ガ
ン

の
音
色
を
聴
い
て
以
来
、
文
化
施

設
を
訪
ね
る
た
び
に
「
リ
ー
ド
オ

ル
ガ
ン
」
の
こ
と
が
気
掛
か
り
に

な
り
ま
し
た
。
５
月
末
に
ス
コ
ッ

ト
ホ
ー
ル
を
お
訪
ね
し
た
時
に
も

見
つ
け
ま
し
た
。
階
段
ホ
ー
ル
の

片
隅
に
置
か
れ
た「
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー

ル
の
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
」。
鍵
盤
の

ネ
ー
ム
を
み
る
と
「N

ish
ik

a
w

a  
O

rg
an

 Y
o

k
o

h
am

a

」
の
文
字
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の「
西
川
オ
ル
ガ

ン
」。
実
は
日
本
で
初
め
て
、
国
産

リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
を
製
造
し
た
西

川
虎
吉
さ
ん（1

8
4

9

年
～

1
9

2
0

年
）
が
、
横
浜
で
創
業
し
た「
西
川

楽
器
・
西
川
オ
ル
ガ
ン
製
作
所
」
に

よ
る
歴
史
的
な
オ
ル
ガ
ン
で
、
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
国
内
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
で
繋
が
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
ピ
ア
ソ
ン
記

念
館
と
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
。
そ
の

歴
史
の
も
う
一
頁
に
触
れ
る
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

（
編
者
追
記
／
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
に
は
戦

前
の
ヤ
マ
ハ
製
の
由
緒
あ
る
リ
ー
ド
オ

ル
ガ
ン
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。）

【
写
真
右
】
東
京
在
住
ピ
ア
ソ
ン
会
員
の

吉
田
百
合
子
さ
ん
の
挨
拶
。

上：Mason and Hamlin
下：YAMAHA製
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第
28
回
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

深
緑
の
前
庭
で
５
団
体
、
迫
力
の
演
奏
！

　

７
月
４
日
土
曜
日
午
後
１
時
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
前
庭
で
恒
例

の
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
深
緑
の
中
で
の
吹
奏
楽
演
奏

は
、
今
年
も
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生
・
社
会
人
と
、

５
団
体
の
共
演
で
し
た
。

　

本
年
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
雨
の
心
配
を
す
る
こ
と
な
く
、
演
奏

会
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
木
漏
れ
日
の
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館

前
庭
は
、
さ
ほ
ど
暑
さ
も
苦
に
な
ら
ず
、
午
後
３
時
前
に
は
演
奏

会
無
事
終
了
。
思
い
出
に
残
る
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
国
の
制
度
に
よ
る
「
部
活
動
の
地
域
展
開
」
に
よ
り
、

小
中
生
の
学
校
単
位
の
部
活
動
と
し
て
は
、
今
回
が
最
後
の
参
加

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
事
で
す
。

　
ト
ッ
プ
は
市
立
中
央
小
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

　

こ
の
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
第
１

回
目
を
１
９
９
９
年
６
月
に
、
二
階
展
示

「
唐
笠
何
蝶
記
念
室
」
の
開
設
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日

曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
の
開
演
で
、
記
念

館
所
蔵
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
、
三
団
体

の
合
唱
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た
。

　

翌
年
の
２
０
０
０
年
の
第
２
回
コ
ン
サ

ー
ト
か
ら
は
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
を
校
区

と
し
て
い
る
小
中
学
校
生
の
参
加
を
積
極

的
に
進
め
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
ピ

ア
ソ
ン
記
念
館
を
市
民
に
広
く
馴
染
ん
で

も
ら
う
よ
う
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
継
続
し

て
き
ま
し
た
。
最
近
は
、
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
が
子
供
の
頃
こ
こ
で
演
奏
し
ま
し

た
、
と
い
う
児
童
・
生
徒
も
い
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら
制

度
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
、
コ
ン
サ
ー
ト

へ
の
参
加
可
能
か
が
心
配
で
す
。

　

市
立
中
央
小
学
校
は
、
第
２
回
目
グ
リ

ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
２
０
０
０
年
）
か
ら

連
続
し
て
（
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
は
中
止
）

24
回
出
演
の
最
多
参
加
団
体
で
す
。

　

可
愛
い
演
奏
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
、
３

曲
の
演
奏
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
民
謡
の
「
聖
者
の
行
進
」・「
明

日
へ
吹
く
風
」・
最
後
に
社
会
現
象
ま
で

な
っ
た
「
好
き
す
ぎ
て
滅
」
と
、
佐
野
先

生
指
揮
で
難
し
い
曲
を
一
生
懸
命
で
の
演

奏
で
し
た
。

【
写
真
右
】
部
活
動
の
報
告
を
紹
介
す
る

　
　
　
　

児
童
。

【
写
真
上
】　
「
聖
者
の
行
進
」
を
軽
快

　
　
　
　

に
演
奏
す
る
９
名
の
児
童
。

　
藤
高
等
学
校

　
　
　
　
吹
奏
学
局
の
演
奏
！

　

今
年
で
２
回
目
の
出
演
と
な
る
北
見
藤

高
等
学
校
吹
奏
楽
局
が
２
番
手
と
し
て
演

奏
を
披
露
。
た
だ
今
回
は
１
年
生
の
８
名

だ
け
の
参
加
で
し
た
。
理
由
は
、
上
級
生

た
ち
は
イ
ギ
リ
ス
の
リ
バ
プ
ー
ル
で
行
わ

れ
て
い
る
音
楽
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
に
現
在
参

加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

藤
高
に
ふ
さ
わ
し
く
全
員
ふ
じ
色
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
、
そ
の
清
々
し
い
色
は
ピ
ア
ソ

　
市
立
北
中
学
校

　
　
　
　

吹
奏
学
部
の
演
奏
！

　

北
中
学
校
も
第
２
回
の
グ
リ
ー
ン
コ
ン

サ
ー
ト
（
２
０
０
０
年
）
か
ら
24
回
目
の

出
演
で
す
。
今
年
は
27
名
で
の
参
加
で
す
。

　

指
揮
は
段
城
先
生
で
３
曲
を
演
奏
し
ま

し
た
。
①
「
好
き
す
ぎ
て
滅
」、、
②
「
旅

立
ち
を
彩
る
ア
イ
ノ
カ
タ
チ
」。
こ
れ
ら

の
曲
の
合
間
に
は
部
員
の
活
動
報
告
も
あ

り
、
北
中
と
し
て
の
活
動
が
今
年
で
終
了

す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
予
感
が
会
場

に
漂
い
始
め
ま
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

最
後
の
曲
の
、
③
「
レ
ッ
ツ
ス
イ
ン
グ
」、

の
演
奏
が
始
ま
り
ま
し
た
。
軽
快
な
リ
ズ

ム
で
始
ま
り
、
各
パ
ー
ト
で
の
独
奏
な
ど

５
分
余
り
の
演
奏
が
終
わ
り
ま
し
た
。
会

【
写
真
左
】
最
多
出
演
2 4
回
目
の
北
中
吹

　
　
　
　

奏
楽
部
。

留 守 を 守 り 、 少 人 数 編 成 な が ら も 熱 演 の 藤 高

ン
邸
藤
棚
の
満
開
時
を
表
現
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
鮮
や
か
で
し
た
。

　

演
奏
は
、
①
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」、

②
「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」、
③
「
タ
イ
ム
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
」、④
「
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
」、⑤
「
世

界
に
一
つ
だ
け
の
花
」、
⑥
「
宝
島
」、
の

演
奏
。
上
級
生
た
ち
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
演

奏
な
ど
の
状
況
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。



場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
生
徒
た
ち
に
。

中
々
止
み
ま
せ
ん
。
す
る
と
指
揮
の
段
城

先
生
が
、
タ
ク
ト
を
構
え
ア
ン
コ
ー
ル
曲

を
部
員
に
伝
え
て
４
曲
目
の
演
奏
を
開
始

し
た
の
で
す
。
ラ
ス
ト
の
曲
は
、嵐
の
「
フ

ァ
イ
ブ
」
で
し
た
。
会
場
か
ら
応
援
の
拍

手
が
起
こ
り
生
徒
た
ち
を
讃
え
て
お
り
ま

し
た
。
来
年
は
ど
ん
な
形
態
の
参
加
か
、

不
参
加
か
、
心
配
で
す
。
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北
見
工
業
大
学
＆

　

日
赤
北
海
道
看
護
大
学

　
　
合
同
吹
奏
楽
部
の
演
奏
！

　

今
年
で
10
回
目
の
出
演
と
な
っ
た
、
国

立
北
見
工
業
大
学
と
日
本
赤
十
字
北
海
道

看
護
大
学
の
合
同
吹
奏
楽
部
が
４
番
目
に

演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

１
曲
目
は
フ
ー
ジ
ョ
ン
バ
ン
ド
で
有
名

【 写 真 上 】 北 中 と し て 最 後 の 出 演 ？
写 真： 部 活 動 な ど の 報 告 を

　
北
見
吹
奏
楽
団
の
演
奏
！

　

最
後
の
出
演
団
体
は
、
北
見
吹
奏
楽

団
（
Ｋ
W
Ｅ
）
の
皆
さ
ん
。
今
年
は
31
名

の
編
成
で
参
加
。
先
月
の
６
月
20
日
に
39

回
目
の
定
期
演
奏
会
を
終
え
て
の
出
演
と

な
り
ま
し
た
。
定
期
演
奏
会
で
の
編
成
は

こ
の
倍
以
上
と
の
こ
と
。
こ
の
楽
団
は

２
０
０
６
年
か
ら
の
参
加
で
す
の
で
約
20

年
間
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
支
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
除
き
今
年
で

17
回
目
の
出
演
で
す
。

　

１
曲
目
は
懐
か
し
い
「
サ
ン
バ
・
テ
ン

ペ
ラ
ー
ド
」、
２
曲
目
に
「
カ
ラ
ー
・
オ
ブ
・

ザ
・
ウ
ィ
ン
ド
」、
３
曲
目
は
「
ダ
ン
シ

ン
グ
・
ク
イ
ー
ン
」、
そ
し
て
今
回
の
コ

ン
サ
ー
ト
ラ
ス
ト
曲
と
し
て
「
マ
ツ
ケ
ン

サ
ン
バ
Ⅱ
」。
編
者
の
私
と
し
て
は
よ
う

や
く
馴
染
み
の
曲
、
思
わ
ず
踊
り
出
し
そ

う
に
（
?!
）。
会
場
か
ら
も
拍
手
喝
采
。

な
「
オ
ー
メ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ラ
ブ
」、
２

曲
目
は
、「
情
熱
大
陸
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」

で
し
た
。

　

２
つ
の
大
学
の
合
同
に
よ
る
編
成
で
す

の
で
、
来
年
か
ら
北
見
で
も
小
・
中
学
生

に
導
入
さ
れ
る
「
部
活
動
の
地
域
展
開
」

と
い
う
国
の
制
度
を
先
取
り
し
て
い
る
よ

う
な
形
態
で
す
。
勉
学
の
大
変
な
理
系
大

学
で
は
練
習
時
間
や
集
ま
る
人
数
も
限
ら

れ
、
部
員
確
保
が
毎
年
大
変
苦
労
す
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。　

【
写
真
右
】
毎
年
、
参
加
各
団
体
も
大
人

　
　
　
　

の
演
奏
を
お
手
本
に
。

【
写
真
上
】　

北
見
を
代
表
す
る
吹
奏
楽

　
　
　
　

団
の
音
色
に
う
っ
と
り
！
。

写 真： 1 9 名 で の 演 奏

写 真： 今 年 は 女 性 部 員 が 少 な い よ う で す

コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
て
！

　

ピ
ア
ソ
ン
会
設
立
時
か
ら
続
い
て

い
る
こ
の
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。

28
年
前
当
初
か
ら
現
在
ま
で
続
け
て

い
る
者
は
一
人
。
以
降
か
ら
の
参
加

者
も
す
で
に
20
年
近
く
に
な
り
ま
し

た
。
当
初
は
全
て
役
員
等
で
コ
ン

サ
ー
ト
の
裏
方
を
努
め
て
い
ま
し
た

が
、
数
年
前
よ
り
専
門
の
司
会
者
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
、
ハ
ー
ブ
部
会

の
協
力
、
北
見
工
大
の
学
生
さ
ん
の

協
力
な
ど
、
若
い
力
も
加
わ
り
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
記
録
写
真

を
整
理
し
て
い
て
、
裏
方
の
記
録
写

真
が
１
枚
も
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
大
い
に
反
省
し
、
本
年
は

Ｔ
シ
ャ
ツ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
製
作
着

用
し
、
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

仕
事
を
終
え
て
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

満
面
の
笑
顔
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
写
真
左
】
当
日
1 5
名
の
ス
タ
ッ
フ
。
夏
井
理

事
が
写
真
の
撮
影
役
で
、
写
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
来
年
は
三
脚
を
準
備
し
ま
す
。
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町
の
人
々
は
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
帰
国
後
も「
ピ
ア
ソ
ン

邸
」
と
呼
び
懐
か
し
ん
で
い
た
建
物
に
、
軍
部
の「
ア

メ
リ
カ
人
の
住
ん
だ
家
は
壊
せ
！
」
と
の
号
令
か
ら

守
る
た
め
、
唐
笠
医
師
は「
柏
樹
荘
」
と
名
を
変
え
住

居
と
し
戦
時
中
守
り
続
け
ま
し
た
。

　
　
『
柏
樹
荘
』
か
ら

　
　
　

北
見
の
文
化
活
動
を
！

　

唐
笠
医
師
は
昭
和
14
年
に
旧
ピ
ア

ソ
ン
邸
を
買
取
り
、
住
居
と
し
て
戦

後
ま
で
住
み
続
け
ま
す
が
、
昭
和
20

年
11
月
、
柏
樹
荘
に
北
見
俳
句
会
の

主
だ
っ
た
数
人
が
集
ま
り
「
阿
寒
」

発
行
を
決
定
、
昭
和
21
年
２
月
か
ら

念
願
の
月
刊
俳
諧
誌
「
阿
寒
」
を
創

刊
し
、
そ
の
編
集
及
び
発
行
所
を
こ

の
柏
樹
荘
内
に
設
置
し
ま
す
。
創
刊

号
の
奥
付
け
を
見
ま
す
と
、
【
発
行

兼
編
輯
人
／
北
見
市
緑
ヶ
丘
柏
樹
荘

内
、
唐
笠
学
】
と
あ
り
ま
す
。
実
務

の
編
集
は
当
初
、
浜
氷
山
が
任
に
当

た
っ
て
い
た
よ
う
で
、
他
に
女
性
の

事
務
員
も
い
た
よ
う
で
す
。
「
緑
ヶ

丘
」
と
い
う
地
名
は
当
時
正
式
に
は

無
い
よ
う
で
通
称
名
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
（
北
見
市
史
編
纂
室

確
認
済
み
）。

　

発
行
と
同
時
に
「
阿
寒
」
は
、
戦

後
間
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ

全
国
的
に
俳
句
投
稿
誌
が
少
な
く
、

活
字
に
飢
え
文
化
に
渇
い
た
人
々
に

は
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
迎
え
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。
記
録
に
よ
り
ま
す
と

創
刊
号
は
３
５
０
０
部
を
越
す
売
れ

行
き
で
あ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
「
阿
寒
」
は
こ
の
後
唐
笠
医
師
の

健
康
上
の
理
由
で
通
巻
１
７
７
号

（
昭
和
36
年
）
で
休
刊
と
な
り
ま
す

が
、
16
年
間
継
続
し
た
北
見
初
の
徘

徊
月
刊
誌
で
し
た
。　
　
　
（
い
）

　
（
今
後
年
３
回
ペ
ー
ス
で
連
載
予
定
。）

「
唐
笠
何
蝶
記
念
室
」
か
ら

　
⑵

　
こ
の
「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」
は
、22
年
前
に
街
の
情
報
誌
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、

少
し
手
を
加
え
年
号
な
ど
も
修
正
し
改
稿
と
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤　

悟

25　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
旭
川
教
会
の
設
計
図

《　

こ
こ
に
不
思
議
な
設
計
図
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
旭
川
日
本
基
督
教
会

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
設
計
図
で
、
も
ち
ろ
ん
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
事

務
所
の
名
前
が
記
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
図
面
が
描
か
れ
た
の
は
、
一
九
一
〇

0

0

0

0

0

年
一
〇
・
一
九
と
読
み
と
れ
ま
す
。
明
治

四
三
年

0

0

0

に
こ
の
図
面
が
制
作
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。》

　

20
数
年
前
、
こ
の
説
明
か
ら
は
じ
ま
る

内
容
が
、
ま
っ
た
く
の
間
違
い
で
あ
っ
た

と
、ピ
ア
ソ
ン
便
り
（
２
０
２
５
年
９
月
、

第
１
２
４
号
）で
書
き
ま
し
た
。ま
だ
、「
ピ

ア
ソ
ン
学
」
の
情
報
収
集
が
未
熟
で
あ
っ

た
時
期
に
犯
し
た
大
き
な
間
違
い
の
あ
る

内
容
で
し
た
。
こ
の
間
違
い
を
確
認
出
来

た
の
は
、
２
０
２
５
年
８
月
に
「
近
江
兄

弟
社
」
三
創
立
者
の
一
人
、
吉
田
悦
三
氏

の
孫
、
吉
田
与
志
也
氏
を
ピ
ア
ソ
ン
記
念

館
に
お
迎
え
し
、
与
志
也
氏
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
ご
教
授
を
い
た
だ
い
た
結
果
判
明
し

た
こ
と
で
し
た
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
旭
川
教
会
の

図
面
は
、
日
本
基
督
教
会
旭
川
に
宛
て
た

図
面
で
は
な
く
、
旭
川
六
条
教
会
の
設
計

図
面
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
設
計
製
作
年

も
、
私
が
０
（
ゼ
ロ
）
と
読
み
取
っ
た
数

字
は
８
（
ハ
チ
）
で
あ
り
、１
９
１
８
（
大

正
７
）
年
が
正
し
い
と
判
明
し
ま
し
た
。

私
の
大
き
な
間
違
い
は
、
こ
ち
ら
の
都
合

の
良
い
方
へ
と
物
語
を
勝
手
に
作
り
上
げ

て
い
た
の
で
す
。
①
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
住

所
が
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
マ
ス
タ
ー
ド
シ
ー

ド
の
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
11
月
に
初

め
て
記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
②
ピ
ア
ソ

ン
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
教
会
鐘
楼
用
の
鐘
を

当
時
取
り
寄
せ
て
い
た
こ
と
。
③
旭
川
教

会
牧
師
坂
本
直
寛
が
健
康
上
の
理
由
か
ら

当
時
牧
師
を
辞
任
し
た
こ
と
。
こ
れ
ら
の

事
実

0

0

か
ら
、《
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
関
係
を
持
っ

た
ピ
ア
ソ
ン
は
、
旭
川
教
会
の
た
め
の
設

計
を
依
頼
し
、
教
会
の
鐘
を
ア
メ
リ
カ
か

ら
取
り
寄
せ
た
が
、
坂
本
牧
師
の
胃
が
ん

発
病
で
の
辞
任
（
明
治
44
年
９
月
召
天
）》

に
よ
り
、
教
会
建
設
が
中
止
、
ピ
ア
ソ
ン

夫
妻
が
１
９
１
４
年
、
北
見
（
当
時
野
付

牛
）
に
就
任
す
る
と
き
に
「
鐘
」
を
持
っ

て
き
て
現
在
北
見
に
残
っ
て
い
る
》
こ
の

よ
う
に
物
語
を
勝
手
に
作
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
現
時
点
で
明
確
な
こ
と
は
、

『ASAH
IGAW

A CH
U

RCH

』
と
あ
る
図

面
は
、
旭
川
六
条
教
会
の
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
【
今
回
、
正
式
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。】

【写真】ASAHIGAWA  CHURCH
  と記載されている。

㉕

　　緑化木生産販売・各種緑化資材・造園土木

　　㈲武田花光園

直売所直通
090-8904-9257

北 見 市 小 泉 8 5 8 番 地 2
☎︎ 0 1 5 7 - 2 5 - 9 2 5 7

お花のプロが親切に教えます

こ
れ
か
ら
秋
ま
で
、

お
花
を
植
え
て
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
そ
れ

に
は
丈
夫
な
苗
が
必

要
で
す
。
安
く
て
確

か
な
豊
富
な
苗
を
育

て
て
い
ま
す
。
生
産

者
直
売
の
お
店
で

す
。

北 見 工 大

看 護 大 学

オホーツク
海病院

●

●

セ ブ ン イ レ ブ ン
文 京 町

武田

スキー場
タンノへ

第49回文化サロンdeピアソン

2026. ９.21( 月 ) 17:00 開演

　チケット予約受付：９月１日より

出演者：
　安井マリ（アイリッシュフルート）
　嶋本　勇（ギター）
　太田眞美（リコーダー）
◎会　場／ピアソン記念館（開場 16：30、開演 17 時〜 18 時）　　
◎駐車場／第１駐車場玄関前）、奥の方から詰めて駐車。第２駐車場（記念館前庭の横下駐車場）
◎チケット／ 500 円（小学生以上）。約 40 名にて締め切り。◎問合せ　／ピアソン記念館

安井マリ『アイリッシュ音楽の夕べ』

【写真】月刊俳諧誌「阿寒」  は、
唐笠学氏の娘夫妻（嶋田摩耶
子・一歩）のご子息により全
巻の寄贈を受け「唐笠何蝶記
念室」にて収蔵保存。

【写真】旧ピアソン
邸保存の功労者、唐
笠学医師。俳号／唐
笠何蝶（かちょう）



　　ピアソン便り第129号　　2026. ７.31４

　
　
　
　

編 

集 

後 

記

　　

第
28
回
の
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
も
無

事
終
了
。
事
務
局
に
と
っ
て
一
番
の
肉
体

労
働
で
す
。
前
庭
の
芝
刈
り
作
業
、
公
園

の
楽
器
置
き
場
の
草
刈
作
業
な
ど
。
ま
た
、

出
演
団
体
と
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
や
駐

車
場
確
保
な
ど
。
今
回
の
収
穫
は
初
め
て

ス
タ
ッ
フ
の
記
念
写
真
を
残
せ
た
こ
と
で

す
が
、
会
報
に
掲
載
写
真
に
夏
井
理
事
が

写
っ
て
い
ま
せ
ん
。理
由
は
撮
影
者
に
な
っ

て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
別
の
集
合
写

真
で
は
玉
置
理
事
が
撮
影
し
た
の
も
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
の
集
合
写
真
を
選
ぶ
か
で

編
者
は
大
い
に
悩
み
ま
し
た
が
結
局
玉
置

理
事
が
写
っ
て
い
る
方
を
優
先
し
ま
し
た
。

理
由
は
玉
置
理
事
が
年
上
で
あ
り
年
功
に

よ
り
ま
す
。
夏
井
理
事
、
許
し
て
下
さ
い
。

　

学
校
が
夏
休
み
に
な
り
ま
す
。
今
回
初

め
て
【『「
子
ど
も
寺
子
屋
」
も
っ
と
知
ろ

う
北
見
の
歴
史
と
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
』】　

と
題
し
た
子
ど
も
向
け
の
郷
土
史
の
講
座

を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
基
本
的
に

記
念
館
は
社
会
教
育
施
設
で
す
か
ら
。
数

十
年
振
り
に
子
ど
も
に
授
業
を
！

　
　
　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）　　

伊
藤　

悟　

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
56
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
６
・
４
・
10 （
金
） 
り
ん
ご
の
収
穫　

　

北
見
の
皆
様
方
は
お
変
わ
り
な
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。先
週
、弟
の
マ
ー
レ
イ
と
一
緒
に
、

フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
の
果
樹
園
に
あ
る
り
ん
ご
の

収
穫
に
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
素

晴
ら
し
い
収
穫
で
、
火
曜
日
に
家
へ
帰
る
車

の
大
き
な
荷
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ァ
ン
ガ
ヌ

イ
は
、
美
し
い
秋
の
風
景
が
満
ち
て
い
ま
す
。

河
沿
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
・
ク
ラ
ブ
で
従
兄
弟
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
と

昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
地
域
の
家
族
た
ち
や
隣
近
所
の
人
た
ち

の
、
自
分
も
含
め
て
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
と

こ
ろ
で
す
。
り
ん
ご
は
、
自
分
も
楽
し
み
ま

す
が
、
隣
近
所
や
友
人
た
ち
に
配
る
の
も
楽

し
い
こ
と
で
す
。
写
真
送
り
ま
す
。

◆
４
月
20
日
（
月
）　

日
本
旅
行
計
画

　

北
見
で
の
春
の
よ
う
な
季
節
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
こ
フ
ァ
ン
ガ

パ
ラ
オ
ア
で
は
美
し
い
秋
の
日
和
が
満
ち
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
国
際
的
に
不
安
定
な
様
相
で
、

日
本
訪
問
を
た
め
ら
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
東
の
事
態
も
少
し
落
ち
着

い
て
く
る
よ
う
な
の
で
、
今
は
旅
行
の
機
会

と
捉
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

日
程
を
予
約
し
ま
し
た
。
５
月
15
日
金
曜

日
、千
歳
着
。
６
月
25
日
木
曜
日
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
帰
着
。
北
見
に
は
、
Ｊ
Ｒ
で
、
５
月

29
日
金
曜
日
着
。
札
幌
へ
は
６
月
５
日
金
曜

日
に
向
か
い
ま
す
。
北
見
滞
在
中
に
Ｅ
Ｓ
Ｓ

の
方
々
と
お
会
い
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
。

ま
た
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
に
も
機
会
が
あ
れ

ば
と
。
北
見
の
方
々
に
再
会
で
き
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

◆
５
月
17
日
（
日
）　　

札
幌
に
安
着

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
朝
の
教
会
で
の
礼
拝
が
つ
つ
が
な
く
進
み

ま
す
よ
う
に
。

　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
か
ら
、
昨
日
の
札
幌
着
ま

で
無
事
に
過
ぎ
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
天

候
も
快
適
で
、
こ
の
地
に
あ
る
平
安
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
５
月
29
日
の
北
見
へ
の
旅
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
の
予
約
が
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
北
見
滞
在
中

に
、
ピ
ア
ソ
ン
会
の
方
々
と
お
会
い
で
き
れ

ば
良
い
の
で
す
が
。
お
考
え
の
よ
う
に
、
日

中
の
集
ま
り
の
方
が
、
お
互
い
に
容
易
で
す

ね
。
３
日
水
曜
日
か
４
日
木
曜
日
が
こ
ち
ら

は
都
合
が
良
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

◆
５
月
19
日
（
火
）
日
程
の
動
き
に
つ
い
て

　

連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ピ
ア
ソ

ン
会
の
方
々
の
日
程
変
更
、
６
月
４
日
木
曜

日
は
、
都
合
が
良
い
で
す
。
皆
さ
ん
方
に
お

会
い
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
今
日
、
札

幌
駅
で
予
約
を
取
り
ま
し
た
。
５
月
29
日
金

曜
日
、
札
幌
発
。
北
見
着
は
、
特
別
快
速
大

雪
で
15
：
40
分
。
帰
途
は
、６
月
５
日
金
曜
日
、

10
：
45
分
快
速
北
見
で
す
。
北
見
滞
在
を
待

ち
遠
し
く
思
い
ま
す
。

　

感
謝
を
も
っ
て
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

◆
５
月
26
日
（
火
）
場
所
変
更
の
お
知
ら
せ

　

６
月
４
日
木
曜
日
、
ピ
ア
ソ
ン
会
の
方
々

と
の
昼
食
会
会
場
変
更
の
お
知
ら
せ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
牡
丹
園
で
、
11
時
30
分

か
ら
良
い
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

札
幌
で
快
適
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
６
月
１
日
（
月
）　

食
後
ド
ラ
イ
ヴ
の
件　

　

明
日
、
広
上
先
生
の
車
で
ド
ラ
イ
ヴ
に
出

か
け
る
と
い
う
親
切
な
お
心
遣
い
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
午
後
３
時
か
ら
、

予
定
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に

ホ
テ
ル
に
戻
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
二
人

が
良
け
れ
ば
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
か
北

見
が
丘
へ
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
お

考
え
で
し
ょ
う
か
？

◆
６
月
３
日
（
水
）
素
晴
ら
し
い
日
を
感
謝

　

お
二
人
へ

　

昨
日
は
素
晴
ら
し
い
１
日
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
久
保
田
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ

プ
で
の
食
事
は
美
味
し
く
、
北
見
ヶ
丘
や
仁

頃
ま
で
も
の
ド
ラ
イ
ヴ
は
本
当
に
楽
し
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
緑
ヶ
丘
霊
園
で
、
篠
原
先

生
へ
の
私
た
ち
の
敬
意
を
表
す
こ
と
が
で
き

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

◆
６
月
５
日
（
金
）　

札
幌
に
安
着

　

北
見
か
ら
の
快
適
な
列
車
便
で
無
事
札
幌

へ
帰
着
し
ま
し
た
。
今
朝
の
お
見
送
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
北
見
滞
在
へ
の

お
気
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
時
間
で
し
た
。

◆
６
月
18
日
（
木
）　

祝
お
誕
生
日

　

誕
生
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
近
況
お
知
ら

せ
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。お
庭
の
成
果
、

喜
ば
れ
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。（
40
年
近
く

前
、
ハ
ー
ド
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ル
バ
ー

ブ
が
、
今
も
変
わ
ら
ず
に
。）

　

札
幌
で
快
適
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
先
日
、

中
島
公
園
へ
、
お
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
池
に
は
ボ
ー
ト
、
黄
色
い

ア
イ
リ
ス
の
周
り

に
は
小
鴨
た
ち
が

見
え
ま
し
た
。
添

付
の
芍
薬
は
、
近

所
の
庭
に
、「
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

の
よ
う
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。

◆
６
月
25
日
（
木
）

　

送
別
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
あ
り
が
と

【 写 真 下 】 仁 頃 の 薄 荷 御 殿 前 で の 記 念 撮
影 。 右 よ り 、 ハ ー ド 氏 、 広 上 氏（ 元 北 見
北 斗 高 校 英 語 教 諭 ）。 吉 田 邦 子 顧 問 。

【 写 真 上 】E Ｓ Ｓ リ ー ダ ー 故 篠 原 先 生（ 元
北 見 柏 陽 高 校 英 語 教 諭 ） の 墓 碑 の 前 で 。

【
写
真
右
】
ボ
タ
ン
園
で

　
　
　
　

の
記
念
写
真
。

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
は
成
田
空
港
で
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
行
き
ゲ
イ
ト
で
待
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
午
後
８
時
発
予
定
で
す
。
日
本
で

快
適
に
有
意
義
に
過
ご
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
お
気
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
７
月
４
日
（
土
）

　

過
日
、
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は

全
て
順
調
で
す
。
長
旅
で
、
少
し
疲
れ
ま
し

た
。
澄
ん
だ
青
空
で
す
が
、
と
て
も
寒
い
で

す
。毎
日
薪
ス
ト
ー
ヴ
を
使
い
、マ
ン
ダ
リ
ン
・

オ
レ
ン
ジ
を
た
っ
ぷ
り
食
し
て
い
ま
す
。

　

添
付
は
、
昨
日
の
ア
ー
ミ
ー
ベ
イ
で
す
。

　

日
本
で
の
滞
在
は
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。
み
な
さ
ん
と
ピ
ア
ソ
ン
会
の
方
々
の
ご

親
切
な
お
も
て
な
し
に
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

【 写 真 下 】 ピ ア ソ ン 会 会 員 と の 昼 食 会 写 真 。
　 　（ 河 西 ボ タ ン 園 内 カ フ ェ 遊 木 民 族 に て ）


